
 
                                                                     

（令和６年３月１日発表） 

                   

令和５年度 静岡市津波避難訓練の実施 

 

◆アピールポイント 

〇南海トラフ地震を想定し、市内沿岸地域の自主防災組織が主体と 

なり、津波避難訓練を実施します。 

○今年度は、新たに訓練参加者が自宅から避難施設までの避難時間

を計測し、想定津波到達時間と比較することで、避難のあり方を

確認する訓練を実施します。           

◆内容 

本市では、南海トラフ地震の発生に伴い、津波の発生が想定されている 

ため、日頃から地域住民が津波避難施設や避難経路、避難時間などを確認

することで、速やかで安全な避難行動につなげることを目的としています。 

 

〈津波避難訓練の概要〉 

○日時：令和６年３月３日(日)10：00～12:00（各地域により異なります） 

○訓練対象地区：市内沿岸２１地区 

○参加予定者数：約 11,000 人 

○主な内容：津波避難施設・避難経路の確認 

避難時間（自宅～津波避難施設までの時間）の確認 

地域による情報伝達訓練 

避難後の住民の安否確認 など 

○特徴的な訓練： 

（駿河区） 

・広野町内会：自宅から津波避難施設までの避難時間の計測・安否確認 

（津波避難タワー長田南⑥：駿河区広野４丁目 15 番地先） 

・西大谷自治会：防災無線を活用した通信訓練 

 （大谷不動山公園：駿河区大谷２丁目８番 ほか２か所） 

（清水区） 

・興津清見寺町自治会：自宅から津波避難施設までの避難時間の計測 

 （清見寺：清水区興津清見寺町 418－1） 

○訓練の中止： 

 以下のいずれかに該当する場合は、訓練を中止します。 

・南海トラフ地震臨時情報が発表された場合 

・市内で震度４以上の地震を観測した場合 

・津波注意報や警報、大雨警報等の気象警報が発表された場合 

・災害等の発生により訓練を中止する必要があると判断した場合 

※訓練を中止する場合は、3 月３日（日）の午前７時頃に同報無線、市

ホームページ、静岡市防災メール、市公式 LINE でお知らせします。 

【問合せ】危機管理総室(静岡庁舎低層棟３階) 
     担当 宇野、高山 

電話 ０５４－２２１－１２４１ 

報道資料 


